
・ローム層を対象として10cm間隔で試料採取し、火山灰分析を実施した。   

【 Tkh-lm_2試料】ローム層の最上部 

・ローム層の最上部かつ下記の十和田レッド火山灰の上位
に位置する。層相は黄褐色の軽石混り火山灰からなる。 

・鉱物組み合わせは斜方輝石、単斜輝石、ホルンブレンドか
らなり、火山ガラスの屈折率の最頻値は1.503-1.510を示し、
ホルンブレンドの屈折率は1.671-1.674に集中する。 

・以上から、十和田八戸火山灰に対比される。 

【 Tkh-lm_12試料】ローム層の中部 

・特徴的な黒灰色や褐色のスコリアを含む。 

・鉱物組み合わせは斜方輝石、単斜輝石からなる。 

・以上から、十和田レッド火山灰に対比される。 

42

41

40

39

標高
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9
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14
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16
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火
山
灰
層

火
山
灰
層

中位
段丘
堆積層

中位
段丘
堆積層

1.494-1.498 
1.711- 

1.674-1.684 

1.669--1.673（1.671） 1.502-1.509（1.503-1.508） 1.705-1.708（1.707） 

1.526-1.529 1.705-1.709（1.706） 

町田・新井（2011）を基に作成 

・町田・新井（2011）によると、十和田キビダンゴ火山灰、十和
田レッド火山灰にホルンブレンドは含まれないが、分析結果
では検出されている。より下位にホルンブレンドが多量に含
まれている層準がみられることから、下位層準から混入した
ものと考えられる。 

・十和田レッド火山灰の火山ガラスは、本調査地点周辺では
風化によって検出されないことが多い。十和田レッド火山灰
の層準から火山ガラスが検出されているが、その屈折率の
ばらつきが大きいことから、上下層準から混入したものと考
えられる。 

・洞爺火山灰（Toya）には火山ガラスの屈折率が低い特徴が
あるため、斜方輝石とホルンブレンドの屈折率の測定は実
施していない。 

【 Tkh-lm_18試料】ローム層の最下部 

・ローム層最下部の砂混りシルト質ロームに位置する。 

・肉眼では明瞭なテフラは認められないものの、バブル
ウォール型の火山ガラスを含む。鉱物組み合わせは
斜方輝石、単斜輝石、ホルンブレンドからなり、火山ガ
ラスの屈折率は1.495にピークをもつ。 

・以上から、洞爺火山灰（Toya）に対比される。 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（火山灰分析） 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-21孔 柱状図 1/5） 
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0.00～2.49m
・ロームからなる。
・1.50～1.60ｍ付近、径0.1cm程度の灰色火山岩片
　が散在する。（To-Rd）

2.49～3.17m
・中～粗粒砂からなる。淘汰は良好である。石英
　粒子が目立つ。径1cm以下の扁平した円礫を含
　む。
・3.17～3.66mはややシルト分を含む。
・下端境界15°程度で凸凹している。

3.66～5.30m
・シルトからなる。下端境界は、概ね水平である。
・4.72～4.79m、5.05～5.12mに細～中粒の砂層を
　挟む。
5.30～8.07ｍ
・主に粗粒砂からなる。淘汰はやや悪い。
・径4mm以下の偏平した細円礫を多く含む。
・5.53～5.60m付近はシルト分を多く含み、サン
　ドパイプがみられる。
・下端境界は、概ね水平である。

8.07～10.65m
・主に細粒砂からなる。シルト分を含み淘汰はや
　や悪い。概ね水平な葉理がみられる。
・9.78～10.22mは粗粒砂からなる。
・基底に径1cm以下の頁岩、チャートの円礫を含
　む。
・下端境界は、概ね水平である。

10.65～18.17m
・主に礫混り砂からなり、腐植、シルトなどを挟
　む。層理面傾斜は水平～5°程度である。
・径4cm以下の灰白色シルト岩からなる角～亜円
　礫を含む。
10.65～11.42m
・砂混りシルトからなり、葉理は概ね水平である。
14.12～14.47m
・分解した腐植からなる。
15.86～15.94m
・腐植質シルト層中に火山灰を挟む。
15.93～16.20m
・水平～50°の凸凹した葉理がみられる。
16.59～18.17m
・礫からなり、基底には径8cm以下の安山岩、頁　
　岩、チャートからなる円礫を多く含む。

18.17～19.51m
・主に径10cm以下の泥岩、凝灰岩角～円礫からな
　り淘汰は極めて悪い。よく締まっている。
・下端境界35°である。
19.51～20.12m
・細粒凝灰岩からなる。下端傾斜30°である。
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 1/5    X=103362.44    Y=42265.07               
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-21孔 柱状図 2/5） 
B-21孔  孔口標高 42.53m 鉛直 92m 
 2/5    X=103362.44    Y=42265.07               

砂子又層下部層 

凝灰岩 粗粒砂岩 

粗粒砂岩 

5 21

5 22

38.96m

6/7
朝

19.51～20.12m
・細粒凝灰岩からなる。下端傾斜30°である。

20.12～40.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・凝灰質砂岩、シルト岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は10～35°程度のものが多い。

・24.00～28.00mは全体的に葉理が不明瞭である。

・26.19～27.70m付近、弱い葉理構造あり。傾斜
　60°程度である。

28.00～28.80m
・凝灰質砂岩からなる。
・葉理が顕著で傾斜25°程度である。

28.80～33.33m
・葉理の傾斜は10～20°程度である。

33.33～35.53m
・凝灰質砂岩からなる。
・径1cm程度の軽石粒子を含む。
・下端境界は45°程度。面はシャープで密着して
　いる。

35.53～38.21m
・粗粒砂岩からなる。
・葉理の傾斜は、概ね水平である。

38.21～38.30m
・シルト岩の薄層。上下境界の傾斜は50°程度であ
　る。

33.80～40.28m
・凝灰質砂岩からなる。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-21孔 柱状図 3/5） 
B-21孔  孔口標高 42.53m 鉛直 92m 
 3/5    X=103362.44    Y=42265.07               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

40.00～60.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・凝灰質砂岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は20～50°程度のものが多い。

42.48～45.47m
・凝灰質砂岩からなる。
・葉理の傾斜は15～25°程度のものが多く、一部
　40°程度を示す。

45.47～60.00m
・粗粒砂岩からなり、若干の軽石が混入する。
　淘汰はやや良好である。
・葉理の傾斜は40～50°程度のものが多い。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-21孔 柱状図 4/5） 
B-21孔  孔口標高 42.53m 鉛直 92m 
 4/5    X=103362.44    Y=42265.07               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

シルト岩 

粗粒砂岩 
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60.00～80.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・シルト岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は10～35°程度のものが多い。

61.60～62.00m
・葉理の傾斜は45～50°程度である。

75.10～75.47m
・シルト～細粒砂岩が互層する。傾斜40°程度であ
　る。

75.47～78.60m
・塊状、無層理である。
・下端境界は40°である。

78.60～82.50m
・塊状、無層理な中粒砂岩からなる。
・下位の粗粒砂岩に漸移する。

・78.77m以深は風化の影響が少なく、褐色味が
　ほとんどなくなる。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-21孔 柱状図 5/5） 
B-21孔  孔口標高 42.53m 鉛直 92m 
 5/5    X=103362.44    Y=42265.07               
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・塊状、無層理な中粒砂岩からなる。
・下位の粗粒砂岩に漸移する。

82.50～88.82m
・塊状、無層理な粗粒～極粗粒砂岩からなる。

・下位との境界は明瞭で傾斜40°である。

88.82～92.00m
・細粒砂岩からなる。
・葉理が認められ、傾斜は45～50°程度。
・89.66～89.93mおよび90.40～91.30mは生物擾乱
　によって葉理が不明瞭。
・マッドパイプが見られる。
・90.60～90.75mに幅1cmの砕屑岩脈。粗粒砂岩の
　脈で石英粒子が多い。傾斜70°程度。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-22孔 柱状図 1/4） 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-22孔 柱状図 2/4） 
B-22孔  孔口標高 43.52m 鉛直 74m 
 2/4    X=103360.35    Y=42238.73               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 
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20.12～40.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・凝灰質砂岩、シルト岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は10～40°程度のものが多い。

28.34～28.75m
・凝灰質砂岩からなる。
・不明瞭な葉理が認められ，傾斜は35°程度である
　。

34.25～35.55m
・凝灰質砂岩からなる。
35.55～35.62m
・シルト岩からなる。下端境界は40°である。

35.62m以深
・葉理の傾斜は40～50°程度である。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-22孔 柱状図 3/4） 
B-22孔  孔口標高 43.52m 鉛直 74m 
 3/4    X=103360.35    Y=42238.73               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

シルト岩 粗粒砂岩 

40.00～60.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・凝灰質砂岩、シルト岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は40～50°程度のものが多い。

41.78～42.30m
・凝灰質砂岩からなる。
・不明瞭な葉理があり、傾斜は40°程度である。

42.30～53.75m
・粗粒砂岩からなる。
・葉理の傾斜は40～50°程度である。
・下端に扁平なシルト岩礫あり。礫長軸の傾斜は　
　45°である。

53.75～56.23m
・塊状、無層理な中粒砂岩からなる。
・不明瞭ながら傾斜25°程度の葉理がみられる。
・径3cm以下のシルト岩細礫を含む。

56.23～57.68m
・凝灰質砂岩からなり、葉理が顕著である。
・葉理の傾斜は40°程度である。
・下部ほど凝灰質となる。
57.68～58.49m
・軽石質凝灰岩からなり、砂岩薄層を挟む。
・傾斜40°程度である。

58.49～59.83m
・砂岩とシルト岩の細互層からなる。
・短層の厚さは1～2cm。
・傾斜は30°程度である。

59.83～60.00m
・塊状な粗粒砂岩からなる。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-22孔 柱状図 4/4） 
B-22孔  孔口標高 43.52m 鉛直 74m 
 4/4    X=103360.35    Y=42238.73               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

鷹架層上部層 

細粒砂岩 

60.00～71.00m
・塊状、無層理な粗粒～極粗粒砂岩からなる。

60.83～61.00m
・細粒～中粒砂岩を挟む。
・上端傾斜10°程度である。

61.00～65.30m
・所々に径4cm以下の軽石や細礫を含む。

64.70m以深
・新鮮で褐色味が薄れる。

65.30m
・不明瞭な面構造。傾斜50°である。

・70.00m以深
・漸移的に粗粒化し、極粗粒砂を主とする。最下
　部では細礫もわずかにみられる。
・下端境界は、明瞭で傾斜30°である。

71.00～74.00m
・細粒砂岩からなる。
・葉理が認められ、傾斜は40°程度である。
・マッドパイプが見られる。
・73.15～74.00mは生物擾乱によって葉理が不明
　瞭である。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-23孔 柱状図 1/4） 
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B-23孔  孔口標高 43.98m 鉛直 67m 
 1/4    X=103357.28    Y=42220.40               

六ヶ所層 

砂子又層下部層 

ローム 

火山灰層 

中位段丘堆積層 

六ヶ所層 

細礫混り砂 

シルト 

粗粒砂 

細粒砂 

砂混りシルト 

礫混り砂 

粗粒砂岩 

盛土 

中位段丘堆積層 

火山灰層 

5 21

5 22

5 24

34.45m

6/5
朝

0.00～0.26mは造成に伴う埋戻し土からなる。
0.26～0.50mは土壌からなる。

0.50～3.00m
・ロームからなる。
・2.20～2.50mは砂分を多く含む。

3.00～5.30m
・粗粒砂からなる。淘汰は良好である。石英粒子
　が目立つ。
・4.10～4.40mに傾斜8°の不明瞭な葉理。
・4.40～5.30mは不均質でシルト分を含む。
・4.90m付近に細礫含む。

5.30～7.20m
・シルトからなる。下端境界凸凹している。
・所々にブロック状の砂の密集部あり。
・5.87m以浅は褐色に酸化している。

7.20～9.60m
・淘汰の悪い粗粒砂からなる。
・生物擾乱が著しくブロック化したシルトが不規
　則に混入する。
・9.24～9.60mに径1cm以下の礫を含む。

9.60～11.45m
・主に塊状な細～中粒砂からなる。
・不明瞭ながら葉理の傾斜は概ね水平である。
・10.00～10.10mにサンドパイプ状の細粒部あり。
・11.25～11.45mに細礫を含む。
・下端境界5°程度である。

11.45～14.56m
・主に礫混り砂からなり、シルト、礫などを挟む。
・径3cm以下の灰白色泥岩からなる角～亜円礫を
　含む。
・葉理の傾斜は5°以下である。
・基底に径25cmの安山岩円礫あり。

14.56～20.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・凝灰質砂岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は15～25°程度である。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-23孔 柱状図 2/4） 
B-23孔  孔口標高 43.98m 鉛直 67m 
 2/4    X=103357.28    Y=42220.40               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

34.45m

6/5
朝

20.00～40.00m
・淘汰の良い粗粒砂岩からなる。
・凝灰質砂岩、シルト岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は30～50°程度のものが多い。

22.78～23.20m
・凝灰質砂岩からなる。
・上下端の傾斜は30°程度である。
23.20～23.55m
・凝灰質砂岩が薄層をなし、互層状を呈する。
　傾斜20°程度である。

31.50～32.60m
・酸化によりやや褐色味を帯びる。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-23孔 柱状図 3/4） 
B-23孔  孔口標高 43.98m 鉛直 67m 
 3/4    X=103357.28    Y=42220.40               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

シルト岩 

粗粒砂岩 

6 3

5 30

5 29

5 28

40.00～60.00m
・主に粗粒砂岩からなる。淘汰はやや良好である。
・凝灰質砂岩、シルト岩の薄層を挟む。
・葉理の傾斜は40～50°程度のものが多い。

42.25～42.96m
・わずかに細礫を含む。

42.96～43.65m、44.15～44.74m
・凝灰質砂岩からなる。
・葉理の傾斜は40°程度である。

44.15m
・凝灰質砂岩と粗粒砂岩の境界は平滑で60°
　傾斜している。
・面は酸化褐色化し固結している。

44.74～47.70m
・中粒砂岩からなる。
・所々に葉理が認められ、傾斜は45°
　程度である。

47.70～48.42m
・中粒砂岩と凝灰質砂岩の細互層からなる。
・傾斜は45°程度である。

48.42～49.57m
・シルト岩からなり、砂岩薄層と細互層をなす。
・葉理の傾斜は45°程度である。
・下端境界は40°程度である。

49.57～60.00ｍ
・塊状、無層理な粗粒砂岩からなる。
・50.00～50.50mは葉理がみられる。葉理の傾斜　
　は45°程度である。

・51.95mに傾斜65°の明瞭な層相境界があり、
　以深は塊状、無層理な中粒砂岩を主体とし、　　
　54.50m付近で粗粒砂岩に漸移する。

・59.00m付近より深部では、風化の影響が弱まり、
　褐色味がなくなる。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（B-23孔 柱状図 4/4） 
B-23孔  孔口標高 43.98m 鉛直 67m 
 4/4    X=103357.28    Y=42220.40               

砂子又層下部層 

粗粒砂岩 

鷹架層上部層 

細粒砂岩 

60.00～61.60m
・塊状、無層理な粗粒砂岩からなる。
・下部ほど粗粒である。
・下位との境界は明瞭で傾斜45°である。

61.60～67.00m
・細粒砂岩からなる。
・葉理が認められ、傾斜は45～50°程度である。
・マッドパイプがみられる。

・61.60～61.85m、62.20～62.60mは酸化褐色化し、
　62.60m以深は新鮮である。
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸（特定の砂層の対比可能性・粗粒火山灰の連続性について） 

コメント 
№20 

・地質断面図
および層序
表に「※１」
「※２」で示
す砂層につ
いて、同一
層準として
対比される
可能性のほ
か、挟在す
る粗粒火山
灰の連続性
について指
摘があった。 

 
・このため、こ
れらの地質
層序や地質
構造発達過
程の検討結
果を踏まえ
たうえで、対
比の可能性
等について
次頁以降に
示す。 



２．出戸西方断層の南端評価 
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露頭p 

露頭ℓ 

B-23 

100m 
Tkh露頭スケッチ図 

写真① 

写真② 

写真① 写真② 【※１砂層】の特徴 

・層相：※１砂層は円摩度の高くないシルト岩礫を多く含み、シルト
や腐植層を挟在するなど、淘汰の悪い層相を示しており
（写真①・写真②）、非海成層と判断される。 

・年代：※１砂層の基底付近の粗粒火山灰から378±3ka（U-Pb年
代）、0.50±0.1Ma（FT年代）の年代値が得られている。 

・分布：北西端のB-23孔からTkh露頭を経て、露頭ℓにかけての標
高25～33m付近に本層が対比され、その連続を確認でき
るが、より南東側に位置する露頭pでは確認されない。 

・地質図図示の考え方：上記分布状況に基づき、※１砂層は露頭
ℓと露頭pの中間付近まで分布しているものと解釈し、図示
している（下図および地質断面図参照）。 

コメント 
№20 



２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸（特定の砂層の対比可能性・粗粒火山灰の連続性について） 

100m 

露頭s 

写真③ 写真④ 

露頭１拡張スケッチ図 

写真③ 

写真④ 

【※２砂層】の特徴 

・層相：※２砂層は、露頭４では主に褐色の砂からなり、下部はシ
ルトの薄層を挟在し、基底にチャート等の円礫を特徴的に
含む。また、露頭１、露頭５、露頭sにおいては基底礫が認
められ、チャート等の円礫を特徴的に含んでおり、※１砂
層とは異なる特徴を有する。 

・年代：※２砂層に挟在する軽石質粗粒火山灰から1.3±0.2Ma
（FT法） の年代値が得られている（露頭１）。 

・分布：北西は露頭３から南東は露頭２にかけて、標高9～23m付
近に本層の対比・連続を確認できる。 

・地質図図示の考え方：各露頭の観察結果に基づき、※２砂層は
六ヶ所層（R）の下半部に広くほぼ水平に連続していると解
釈し、図示している（下図および地質断面図参照）。 
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№20 
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コメント 
№20 

拡大写真範囲 

1.3+0.2Ma － 

・六ヶ所層（R）の堆積構造ならびに累重
関係を示す一例として、露頭１拡張部に
おける標高21m付近の砂層と、その上下
に分布するシルト層の層相写真を示す。 

・上述のような堆積構造ならびに累重関係は、標高8.5m付近に分布する砂礫（基底礫層）から標高
33m付近にかけて分布するそれぞれの砂層およびシルト層にも認められることから、これらの特徴
を示す地層を六ヶ所層（R）として区分・対比している。 

シルト 

砂：淘汰が良く塊状・無層理 

シルト 

砂（生痕） 

シルト 

標高（m） 

・シルトの層相はいずれも塊状
であり、静穏な環境で堆積した
ものと考えられる。 

・挟在する砂は淘汰が良く塊
状・無層理であり、層厚10cm
程度から1m程度のものまでみ
られる。 

・これらの地層は、いずれも下
位の地層をほとんど削り込ん
でおらず、概ね一連の整合関
係でほぼ水平に累重している。 



北西 南東 

※1 ※2 

378±3ka 

1.3±0.2Ma 

④部層 

③部層 

②部層 

①部層 

仮称区分 

※1 

※2 

【※１砂層】と【※２砂層】の対比可能性ならびに粗粒火山灰の連続性について 

・六ヶ所層（R）として区分した地層を、下位より①～④の部層と仮称した場合（左図参照）、これまで整理したよう
に、①部層は約130万年前から堆積が始まり、各々の単層が下位の地層をほとんど削り込んでいないことから、
②部層を堆積し終えるまで概ね一連の整合関係でほぼ水平に累重したものと解釈している。 

・一方、②部層最上部のシルト層の年代観は直接得られていないものの、ほぼ同じような標高に分布する③部
層の年代観（約38万年前）と比べて相応に古いと考えられるため、②部層のシルトと、③部層の礫混り砂を指
交関係や同時異相と解釈するのは無理がある。 

・したがって、③部層を、より古いと解釈される②部層のさらに下位に分布する①部層と対比するのは相当に困
難であり、③部層が六ヶ所層（R）の基底に沿って露頭ℓより南東側に分布標高を減じながら連続するとは解釈
できない。 

・また、④部層は露頭ℓ’から露頭pを経て露頭xに至るまで、概ね標高30m前後の一定の標高で連続している。 

・上述のように、鷹架沼南岸における地質構造発達過程を総合的に検討した結果、③部層は②部層を削り込ん
で堆積したものと判断している。なお、本層の南東端位置についての直接的なデータは得られていないが、露
頭ℓと露頭pの中間付近まで分布しているものと解釈し、図示している。 

・これらの検討結果から、③部層【※１砂層】に挟在する粗粒火山灰の連続性については、より古い②部層・①部
層【※２砂層】中には連続しないと判断し、そのように図示している。 
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コメント 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸（特定の砂層の対比可能性・粗粒火山灰の連続性について） 



１．向斜軸西側の調査結果 

・ボーリング地点やTkh露頭付近で約40ﾟ南東傾斜する砂子又層下部層は、n露頭で約30ﾟ、露頭４で約20ﾟと、南東に向かうにつれ傾斜を減
じ、露頭５、１、２では傾斜方向が逆転し、1ﾟ～4ﾟ北西傾斜している。 

・これらの結果から、鷹架沼南岸における向斜構造は、軸の北西側で急傾斜を示し、南東側で緩傾斜を示しており、向斜軸を挟んで非対
称な特徴を示す。 

・ 六ヶ所層の内部構造に着目すると、最下位に基底礫を伴う「シルト・砂互層」、その上位に「シルト」の順に累重しており、この「シルト」を
削り込んで「礫混り砂（非海成層）」が分布し、その上位に「細粒砂」「粗粒砂～シルト」が累重している。これらはチャネル状に分布すると
解釈される「礫混り砂（非海成層）」を除いていずれもほぼ水平に分布しており、向斜構造を形成した構造運動の影響を受けていないもの
と判断される。 

・Tkh露頭付近と露頭１のデータから算出される中位段丘堆積層（M１面堆積物）の基底面の勾配は約1.2％であり、⑰測線のM１面の勾配
1.1％と調和的である。 

 
２．向斜軸東側の調査結果 

・砂子又層下部層（S１）は、向斜軸の東側では概ね10°前後で北西に傾斜し、非対称な向斜構造の東翼部を形成している。 

・六ヶ所層（R）の内部構造の傾斜方向はバラついており定向性はみられない。 

・六ヶ所層（R）は、約15～20mのほぼ一定の層厚で東に緩く傾斜しており、向斜構造を形成する下位層とは非調和な分布を示している。 
 
３．地質年代測定結果（FT法、U-Pb法）          

・砂子又層下部層（S１）からは約3.7～4.0Ma、六ヶ所層（R）からは378±3ka（U-Pb）、0.5±0.1Ma及び1.3±0.2Ma（FT）の年代値が得られた。 

・砂子又層下部層（S1）については、これまでの知見と整合的な結果が得られ、新第三系鮮新統と判断される。 

・六ヶ所層（R）は、第四系下部～中部更新統と判断される。 

・これらの結果により、鷹架沼南岸における向斜構造については、六ヶ所層（R）堆積後の活動が認められないことから、
出戸西方断層南方に位置する向斜構造の活動は、第四紀後期更新世以降、認められないと評価した。 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層の年代観・分布域と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ② 鷹架沼南岸の地質調査結果（まとめ） 

第302回審査会合 

（2019.9.18） 

資料1-１ p297 加除修正 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ③ 尾駮沼南岸の地質調査結果 

出戸西方 
断層 

№ コメント 
資料番号 
／掲載頁 

南
端 

尾駮沼南岸
の地質構造 

15 
・⑯測線の地質断面図について、向斜構造の根拠となるボーリングデータ等を資料に記載すること。ま
た、ボーリングデータ等に基づく解釈について整理すること。 

第302回 
審査会合 

資料1-1 
409・412頁 

別冊 16 
・⑯測線の海No.5孔等のボーリング柱状図やコア写真についても資料に掲載すること。また、向斜構造
の根拠として、地層の内部構造がわかるように、地質断面図に示すこと。 

第２回 
現地調査 

その他 18 
・出戸西方断層南方の向斜構造について、向斜軸を挟んで西側と東側で非対称な特徴を示すことを資
料に記載すること。 

第302回 
審査会合 

資料1-1 
409・412頁 



北西 南東 

※ボーリング孔は主要なもののみを示している。 

⑯ 

⑰ 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ③ 尾駮沼南岸の地質調査結果（⑯測線地質断面図：全体） 

コメント 
№15・16・18 

・尾駮沼南岸で実施した深堀ボーリングによって、
鷹架層上部層に挟在する鍵層（砂岩）の分布形
態が明らかとなった。 

・すなわち、南東へ10ﾟ前後の緩傾斜な同斜構造を示す敷地近傍の大局構造のなかにあって、№2孔か
ら№8孔にかけての鍵層（砂岩）の分布は北西傾斜を示し、大局構造とは逆の傾斜を示す。 

・また、№1孔から海№5孔にかけての鍵層の分布は南東へ急傾斜を示し、№8孔から№6孔にかけては、
大局構造と調和的な東への緩い傾斜を示す。 

・これらの結果から、⑯測線における向斜構造は、軸の北西側で急傾斜を示し、南東側で緩傾斜を示す
と解釈され、向斜軸を挟んで非対称な特徴を示す。 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ③ 尾駮沼南岸の地質調査結果（⑯測線地質断面図：拡大範囲） 

・⑯測線地質断面図において、鷹架層と砂子又層下部層
の不整合付近を対象に実施した群列ボーリング調査結
果から、傾斜して分布する鷹架層と砂子又層下部層の
不整合境界を、さらに不整合でほぼ水平に覆って分布
する六ヶ所層（R）を確認している。 

・六ヶ所層（R）の年代示標となる地質の有無を確認する
ため、既往OS-6孔と既往OS-7孔の間でB-20孔を配置
し、ボーリング調査を実施した。 

・その結果、放射性年代測定の精度を担保できるような
テフラは認められなかった。 

・また、六ヶ所層（R）の層厚が薄いことから、向斜構造の
活動性評価に資する地質データの確実な取得を目的と
して、鷹架沼南岸の調査を実施した。 

第302回審査会合 

（2019.9.18） 

資料1-１ p295 加除修正 
コメント 
№11 

北西 南東 



２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ③ 尾駮沼南岸の地質調査結果（B-20孔 柱状図） 
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B-20孔  孔口標高 29.82m 鉛直 9m 
 1/1    X=105235.69    Y=43350.37               

第302回審査会合 

（2019.9.18） 

資料1-１ p296 加除修正 
コメント 
№11 
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・六ヶ所層（R）の年代示標となる地質の有無を確認す
るため、既往OS-6孔と既往OS-7孔の間でB-20孔を
配置し、ボーリング調査を実施した。 

・調査の結果、放射性年代測定の精度を担保できるよ
うなテフラは認められなかった。 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ③ 尾駮沼南岸の地質調査結果（まとめ） 

１．深部地質構造 

・尾駮沼南岸で実施した深堀ボーリングによって、鷹架層上部層に挟在する鍵層（砂岩）の分布形態が明らかとなった。 

・すなわち、南東へ10ﾟ前後の緩傾斜な同斜構造を示す敷地近傍の大局構造のなかにあって、№2孔から№8孔にかけての鍵層（砂岩）の
分布は北西傾斜を示し、大局構造とは逆の傾斜を示す 

・また、№1孔から海№5孔にかけての鍵層の分布は南東へ急傾斜を示し、№8孔から№6孔にかけては、大局構造と調和的な東への緩い
傾斜を示す。 

・これらの結果から、⑯測線における向斜構造は、軸の北西側で急傾斜を示し、南東側で緩傾斜を示すと解釈され、向斜軸を挟んで非対
称な特徴を示す。 

 
２．浅部地質構造 

・鷹架層と砂子又層下部層の不整合付近を対象に実施した群列ボーリング調査結果から、傾斜して分布する鷹架層と砂子又層下部層の
不整合境界を、さらに不整合でほぼ水平に覆って分布する六ヶ所層（R）を確認している。 

・六ヶ所層（R）の年代示標となる地質の有無を確認するため、既往OS-6孔と既往OS-7孔の間でB-20孔を配置し、ボーリング調査を実施し
たが、放射性年代測定の精度を担保できるようなテフラは認められなかった。 

・また、六ヶ所層（R）の層厚が薄いことから、向斜構造の活動性評価に資する地質データの確実な取得を目的として、鷹架沼南岸の調査を
実施した。 

・尾駮沼南岸においては、砂子又層下部層以深の地層に、北西側が急傾斜で南東側が緩傾斜を示す非対称な向斜構造
が確認され、これらを不整合に覆う六ヶ所層（R）がほぼ水平に分布しているものの、六ヶ所層（R）の層厚が薄く、放射性
年代測定の精度を担保できるようなテフラが認められないため、活動性評価に資する地質データを鷹架沼南岸の調査に
より取得した。 



２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答 

出戸西方 
断層 

№ コメント 
資料番号 
／掲載頁 

南
端 

その他 

17 

・砂子又層上部層（注）とM1面堆積物の層相等の違いについて、定量的なデータを含め整理し、資料を充
実すること。 

第296回 
審査会合 

資料1-1 
414～432頁 

・砂子又層上部層と砂子又層下部層を識別した根拠について、資料を充実すること。 第302回 

・砂子又層上部層と砂子又層下部層の境界と識別した根拠について、資料を充実すること。また、砂子
又層上部層と中位段丘堆積層の境界についても、同様に整理し、資料を充実すること。 

第２回 
現地調査 

19 
・出戸西方断層南方の地質図について、鷹架層上部層が砂子又層上部層に変更されているため、変更
に至ったデータを示すこと。また、資料上に掲載している図面は整合をとること。 

第302回 
審査会合 

資料1-1 
433～434頁 

（注）：「砂子又層上部層」は今回の検討で「六ヶ所層」に名称変更しているが、本リストでは従来の名称で記載している。 
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シュミットネットに投影した走向傾斜計測箇所 
     ：中位段丘堆積層（M1） 
     ：六ヶ所層（R）海成 
     ：六ヶ所層（R）非海成 
     ：砂子又層下部層（S1） 

鷹架沼南岸の露頭（Tkh露頭）写真・スケッチ図（原縮尺50分の1） 

：写真撮影位置 
：サンプリング位置 

414 

・六ヶ所層（R）と中位段丘堆積層（M１）の識別について、定量的なデータを含め整理した。 

・左図に示す２地点から試
料を採取し、鏡下観察を実
施した。 

コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と中位段丘堆積層との識別）層相：鷹架沼南岸 



Tkh露頭写真及び砂粒子拡大写真 記 載

中
位
段
丘
堆
積
層

• 主に礫混り粗粒砂からな
る。

• 斜交葉理及び平行葉理
が発達し、葉理沿い及び
基底付近に安山岩の円
礫を含む。

• 円磨された石英を多く含
む。

→上部外浜～前浜堆積物の
特徴を有する。

• 六ヶ所層に比べ、粒子の
風化が進んでおらず、マ
ンガン斑は認められない。

→六ヶ所層に比べ新しい堆
積物と考えられる。

六
ヶ
所
層

• 主に生痕化石、マンガン
斑及びシルト質砂・シルト
で特徴付けられる浅海性
の堆積相と、腐植質シル
トを挟在する陸性の堆積
相からなる。

• 全体に構成粒子の風化
が見られ、粒子間にマン
ガンが濃集する部位（マ
ンガン斑）が認められる。

→離水後の経過が長く、環
境が繰り返し変化した可能
性がある。

マンガン斑

葉理

1mm

1mm

(M1)

(R)

415 

・六ヶ所層（R）は、下位の鷹架層あるいは砂子又層下部層（S１）を不整合に覆い、上位の中位段丘堆積層（M１）に不整合に覆われる。 

・六ヶ所層（R）の層相は、比較的淘汰が悪く粒子の風化が認められるが、中位段丘堆積層（M１）の層相は、比較的淘汰が良く粒子の
風化が進んでいないことから、両者は異なる特徴を持つ。 

コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と中位段丘堆積層との識別）層相：鷹架沼南岸 
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・Ｔｋｈ露頭の中位段丘堆積層（M１）と六ヶ所層（R）の砂層を対象に粒度試験を実施した。 

コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と中位段丘堆積層との識別）層相：鷹架沼南岸 

鷹架沼南岸の露頭（Tkh露頭）写真・スケッチ図（原縮尺50分の1） 

：サンプリング位置 

M1-1 M1-2 

R-1 

R-2 

R-3 

M1-1 M1-2 

R-1 R-2 R-3 

【中位段丘堆積層（Ｍ１） 】 
・比較的淘汰の良い礫混り粗粒砂からなる。 
・斜交葉理及び平行葉理が発達し、層理沿い及び基底付近に安山岩の円礫

を含む。 

【六ヶ所層（Ｒ）】 
・比較的淘汰の悪い細～粗粒砂からなり、基質にシルト分を含む。 
・主に生痕化石、マンガン斑及びシルト質砂・シルトで特徴付けられる浅海性の堆積相からなる。 
・全体に構成粒子の風化がみられ、粒子間にマンガンが濃集する部位が認められる。 
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・粒度分析結果は、中位段丘堆積層（M１）
と六ヶ所層（R）では異なる特徴を示す。 

M1平均 個数(個) M1平均 個数(個)

最大粒径 Dmax (㎜) 7.92 3 9.50 2 8.55 5

50％粒径 D50 (㎜) 0.33 3 1.18 2 0.67 5

均等係数 Uc 2.37 3 3.26 2 2.72 5

曲率係数 U'c 1.11 3 0.78 2 0.98 5

細粒分 (<0.075mm) 4.33 3 2.65 2 3.66 5

個数(個)M1平均
鷹架沼南岸尾駮沼南岸

S3平均 個数(個) S3平均 個数(個)

最大粒径 Dmax (㎜) 7.92 3 4.50 3 6.21 6

50％粒径 D50 (㎜) 0.31 3 0.24 3 0.27 6

均等係数 Uc 11.28 3 12.55 3 11.92 6

曲率係数 U'c 3.20 3 4.25 3 3.72 6

細粒分 (<0.075mm) 14.33 3 19.57 3 16.95 6

個数(個)S3平均
鷹架沼南岸尾駮沼南岸

粒径加積曲線 
（中位段丘堆積層（Ｍ１）） 

粒径加積曲線 
（六ヶ所層（Ｒ）） 

均等係数（Ｕｃ）と平均粒径（Ｄ50）の関係 

【均等係数（Ｕｃ）と平均粒径（Ｄ50）の関係】 
・中位段丘堆積層（Ｍ１）は相対的に均等係数（Ｕｃ）が小さく、平均粒径（Ｄ50）が大きい傾向がある。 
・六ヶ所層（Ｒ）は相対的に均等係数（Ｕｃ）が大きく、平均粒径（Ｄ50）が小さい傾向がある。 

【粒径加積曲線】 
・中位段丘堆積層（Ｍ１）は相対的に淘汰が良く、細粒分が少ない傾向がある。 
・六ヶ所層（Ｒ）は相対的に淘汰が悪く、細粒分を多く含む傾向がある。 

尾駮沼南岸 

鷹架沼南岸 

尾駮沼南岸 

鷹架沼南岸 

コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と中位段丘堆積層との識別）層相：鷹架沼南岸 
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コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と中位段丘堆積層との識別）まとめ 

項目 中位段丘堆積層（Ｍ1） 六ヶ所層（R） 

分布※ 

・鷹架沼南岸では、段丘面分布と調和的に標
高40m以下、層厚約１～２mで分布し、六ヶ所
層（Ｒ）を不整合で覆う。 

・鷹架沼南岸では、標高40m以下に分布し、鷹
架層上部層（Ｔ３）または砂子又層下部層（Ｓ１）
を不整合で覆い、中位段丘堆積層（Ｍ１）に不
整合で覆われる。 

層相 
・粗粒砂を主体とする。 
・比較的淘汰が良い。 
・比較的粒子の風化が進んでいない。 

・砂・シルトを主体とする。 
・砂層は比較的淘汰が悪く、細粒分を多く含む。 
・粒子の風化が認められる。 

物性 
（粒度） 
・相対的に均等係数（Ｕｃ）が小さく、平均粒径
（Ｄ50）が大きい傾向がある。 

（粒度） 
・相対的に均等係数（Ｕｃ）が大きく、平均粒径
（Ｄ50）が小さい傾向がある。 

年代※ 
・ＭＩＳ５ｅ（約12万年前） ・378±3ka（Ｕ－Ｐｂ年代） 

・0.5±0.1Ｍａ（ＦＴ年代） 
・1.3±0.2Ｍａ（ＦＴ年代） 

・六ヶ所層（R）と中位段丘堆積層（Ｍ1）とでは、粒子の風化の程度、砂層の粒度分布及び年代に
差異がみられることから、各層の識別は可能である。 

※：鷹架沼南岸の地質調査結果参照 



シュミットネットに投影した走向傾斜計測箇所 
     ：中位段丘堆積層（M1） 
     ：六ヶ所層（R）海成 
     ：六ヶ所層（R）非海成 
     ：砂子又層下部層（S1） 

鷹架沼南岸の露頭（Tkh露頭）写真・スケッチ図（原縮尺50分の1） 

：写真撮影位置 
：サンプリング位置 

419 

・六ヶ所層（R）と砂子又層下部層（S１）の識別について、定量的なデータを含め整理した。 

・左図に示す２地点から試
料を採取し、鏡下観察を実
施した。 

コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）層相：鷹架沼南岸 
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・六ヶ所層（R）は、下位の鷹架層あるいは砂子又層下部層（S１）を不整合に覆い、上位の中位段丘堆積層（M１）に不整合に覆われる。 

・六ヶ所層（R）の層相は、シルト質砂・シルトで特徴付けられる浅海性の堆積相であるが、砂子又層下部層（S１）の層相は、火成活動に
伴う凝灰岩等を起源とする粒子が多く含まれることから、両者は異なる特徴を持つ。 

コメント 
№17 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）層相：鷹架沼南岸 



20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

：硬度測定位置 

lm 

R 

M1 

S1 

標高(m) 

換算した支持強度
(MPa) 

17 

15 
12 

12 

・硬度測定の結果、全体的にばらつきがあるものの、
相対的に六ヶ所層（R）より砂子又層下部層（S１）の
支持強度※が大きい傾向がみられる。 

※支持強度は、山中式土壌硬度計の硬度指数から換算したものである。 
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・中位段丘堆積層（Ｍ1）の支持強度※は２ＭPａ以下である。 
・六ヶ所層（R）の支持強度※は３ＭPａ以下である。 
・砂子又層下部層（S1）の支持強度※は、一部２ＭPａ前後を示すが、概ね３ＭPａ以上である。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）土壌硬度：Tkh露頭 

コメント 
№17 



※支持強度は、山中式土壌硬度計の硬度指数から 
換算したものである。 

・硬度測定の結果、全体的にば
らつきがあるものの、相対的に
六ヶ所層(R)より砂子又層下部
層（S１）の支持強度※が大きい
傾向がみられる。 

・中位段丘堆積層（Ｍ1）の支持強度※

は２ＭPａ以下である。 

・六ヶ所層（R）の支持強度※は３ＭPａ
以下である。 

・砂子又層下部層（S1）の支持強度※

は、概ね３ＭPａ以上である。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）土壌硬度：露頭１拡張 

コメント 
№17 

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

標高(m) 

換算した支持強度(MPa) 

R 

S1 

M1 

lm 

：硬度測定位置 

標高 
(m) 

標高 
(m) 

E     W E     W 

露頭１の露頭写真・スケッチ図 422 
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・硬度測定の結果、全体的にばらつきが
あるものの、相対的に六ヶ所層(R)より砂
子又層下部層（S１）の支持強度※が大き
い傾向がみられる。 

※支持強度は、山中式土壌硬度計の硬度指数から 
換算したものである。 

・六ヶ所層（R）の支持強度※は２ＭPａ以下である。 

・砂子又層下部層（S1）の支持強度※は、一部２ＭPａ前後を示すが、概ね３ＭPａ以上である。 

9.5

10

10.5

11

11.5

12

12.5

13

0 1 2 3 4 5 6 7 8 910

標高(m) 

換算した支持強度(MPa) 

露頭２の露頭写真・スケッチ図 

 E                                                         W 

 E                                    W 

：硬度測定位置 
S1 

R 

標高 
(m) 

標高 
(m) 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）土壌硬度：露頭２ 

コメント 
№17 



・六ヶ所層（R）の支持強度※は１ＭPａ前後である。 

・砂子又層下部層（S1）の支持強度※は、１ＭPａ以上である。 
・硬度測定の結果、風化により露頭全体で軟
質化しているものの、六ヶ所層（R）より砂子
又層下部層（S１）の支持強度※が大きい傾向
が認められる。 

注）11/25 ヒアリング以降に 

  得られた新たなデータ 

b.MN32E12E 

b.MN40E9E 

b.MN85W20S 

b.MN70W12S 

b.MN45W7N 

露頭３の露頭写真・スケッチ図 

16.5

17

17.5

18

18.5

19

19.5

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

標高(m) 

換算した支持強度(MPa) 

R 

S1 

：硬度測定位置 

※支持強度は、山中式土壌硬度計の硬度指数から換算したものである。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）土壌硬度：露頭３ 

コメント 
№17・21 
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露頭４の露頭写真・スケッチ図 

：硬度測定位置 

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

標高(m) 

換算した支持強度(MPa) 

R 

S1 

・硬度測定の結果、風化により露頭全
体で軟質化しており、砂子又層下部
層（S１）及び六ヶ所層(R)の支持強度
※に有意な差は認められない。 

※支持強度は、山中式土壌硬度計の硬度指数から換算した
ものである。 

・六ヶ所層（R）の支持強度※は概ね３ＭPａ
以下である。 

・砂子又層下部層（S1）の支持強度※は、概
ね２～３ＭPａである。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）土壌硬度：露頭４ 

コメント 
№17 

425 



・硬度測定の結果、全体的にばらつきがある
ものの、相対的に六ヶ所層(R)より砂子又層
下部層（S１）の支持強度※が大きい傾向がみ
られる。 

・六ヶ所層（R）の支持強度※は概ね２ＭPａ以下である。 

・砂子又層下部層（S1）の支持強度※は、概ね３ＭPａ以上である。 
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換算した支持強度(MPa) 

※支持強度は、山中式土壌硬度計の硬度指数から換算したものである。 
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露頭５の露頭写真・スケッチ図 

標高(m) 標高(m) 

b.MN46W3N 

b.MN32W4W 

b.MN80W10S 

b.MN34W10W 

f.MN85E34S 

b.MN22E1E 

b.MN68W2N 

b.MN34W1W 

b.MN50W10S 

：硬度測定位置 
標高(m) 

b.MN74W2N 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）土壌硬度：露頭５ 

コメント 
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（SI） 
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R 
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S1 

：帯磁率測定位置 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）帯磁率：Tkh露頭 

コメント 
№17 

・帯磁率測定の結果、層相に対応して、細粒分を多く含む地層は
相対的に帯磁率が低い傾向を示す。 

・六ヶ所層（R）では、砂よりも粘土～シルトや非海成層の方が相
対的に帯磁率が低い傾向がみられる。 

・砂子又層下部層（S１）では、粗粒砂岩よりも凝灰岩の方が相対
的に帯磁率が低い傾向がみられる。 



露頭１の露頭写真・スケッチ図 

R 

S1 

M1 

lm 

：帯磁率測定位置 

（SI） 

・帯磁率測定の結果、層相に対応して、
細粒分を多く含む地層は相対的に帯
磁率が低い傾向を示す。 

・六ヶ所層(R)では、シルトの方が相対
的に帯磁率が低い傾向がみられる。 

・砂子又層下部層（S１）では、砂岩を主
体としており、六ヶ所層（R）のシルトよ
りも相対的に帯磁率が高い傾向がみ
られ、六ヶ所層（R）の砂と同程度であ
る。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）帯磁率：露頭１拡張 

コメント 
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429 

・帯磁率測定の結果、六ヶ所層(R)と砂子又層下部層（S１）の帯
磁率に有意な差はみられない。 

露頭２の露頭写真・スケッチ図 

（SI） 

S1 

R 

：帯磁率測定位置 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）帯磁率：露頭２ 

コメント 
№17 



２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）帯磁率：露頭３ 
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（SI） 

：帯磁率測定位置 

R 

S1 

露頭３の露頭写真・スケッチ図 

・帯磁率測定の結果、層相に対
応して、細粒分を多く含む地層
は相対的に帯磁率が低い傾向
を示す。 

・砂子又層下部層（S１）では、粗
粒砂岩よりも凝灰岩の方が相対
的に帯磁率が低い傾向を示す。 

・六ヶ所層(R)と砂子又層下部層
（S１）の帯磁率に有意な差はみ
られない。 

注）11/25 ヒアリング以降に 

  得られた新たなデータ 

b.MN32E12E 

b.MN40E9E 

b.MN85W20S 

b.MN70W12S 

b.MN45W7N 



標高(m) 

R 

S1 

：帯磁率測定位置 

（SI） 

露頭４の露頭写真・スケッチ図 

・帯磁率測定の結果、層相に対応し
て、細粒分を多く含む地層は相対的
に帯磁率が低い傾向を示す。 

・砂子又層下部層（S１）では、粗粒砂
岩よりもシルト岩、凝灰質シルト岩で
相対的に帯磁率が低い傾向を示す。 

・六ヶ所層(R)と砂子又層下部層（S１）
の帯磁率に有意な差はみられない。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）帯磁率：露頭４ 
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R 

S1 

：帯磁率測定位置 

（SI） 

露頭５の露頭写真・スケッチ図 

b.MN74W2N 

・帯磁率測定の結果、層相に対応して、細粒分を多く含む地層は相対的に帯磁率が低い傾向を示す。 

・六ヶ所層（R）では、砂よりも腐植とシルトの方が相対的に帯磁率が低い傾向がみられる。 

・砂子又層下部層（S１）では、砂岩を主体としており、六ヶ所層（R）のシルトよりも相対的に帯磁率が高い
傾向がみられ、六ヶ所層（R）の砂礫と同程度である。 

２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他のコメント回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）帯磁率：露頭５ 

コメント 
№17・21 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他の回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）針貫入試験：尾駮沼南岸 

コメント 
№17 

縦：横 = 1：1  

・地質観察結果を補足するため実施した針貫入試験によると、砂子又層下部層（S1）と六ヶ所層（R）との
測定結果には有意な相対差が認められ、固結度に関する定量的な指標が得られた。 

・なお、OS-5孔からOS-7孔にかけて認められる六ヶ所層（R）基底面の凹状に削り込まれた形態は、砂子
又層下部層（S1）の基底礫岩から細粒砂岩にかけての層準が同層の中でも相対的に軟質であり、この
岩質差を反映した浸食抵抗の違いによって形成されたものと判断される。 

注１）：針貫入試験は今回実施したものであり、ボーリングコアは掘削後約22年経過していることから、全体が乾燥状態にある。したがって、測定結果の絶対
値については本来の値を示していない可能性があるものの、砂子又層下部層（S1）と六ヶ所層（R）との間に認められる有意な相対差に対する影響は、
大きくないものと考えている。 

注２）：未固結層のうち主にシルトからなる区間については、乾燥の影響が大きく本来の値を示さないことから、測定対象外としている。 

・中位段丘堆積層（Ｍ1）の一軸圧縮強度は、平均160 kN/m2である。 

・六ヶ所層（R）の一軸圧縮強度は、平均150 kN/m2である。 

・砂子又層下部層（S1）の一軸圧縮強度は、平均1200 kN/m2である。 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 ④ その他の回答（六ヶ所層と砂子又層下部層との識別）まとめ 

コメント 
№17・21 

項目 六ヶ所層（R） 砂子又層下部層（S１） 

分布※ 

・鷹架沼南岸では、標高40m以下に分布し、鷹
架層上部層（Ｔ３）または砂子又層下部層（Ｓ１）
を不整合で覆い、中位段丘堆積層（Ｍ１）に不
整合で覆われる。 

・鷹架沼南岸では、標高30m以下に分布し、
六ヶ所層（R）に不整合で覆われる。 

層相 

・砂・シルトを主体とする。 
・砂層は比較的淘汰が悪く、細粒分を多く含む。 
・粒子の風化が認められる。 

・軽石を含む粗粒砂岩を主体とする。 
・一部に、シルト岩、細～中粒砂岩、凝灰岩を
挟む。 

・淘汰が悪い。 

物性 

（支持強度） 
・山中式土壌硬度計による支持強度は概ね  
３MPa以下である。 

 
 

（一軸圧縮強度） 
・針貫入試験による一軸圧縮強度は、平均 
150 kN/m2である。 

（支持強度） 
・山中式土壌硬度計による支持強度は概ね  
３MPa以上である。風化により３MPa以下を示
す場合がある。 

 

（一軸圧縮強度） 
・針貫入試験による一軸圧縮強度は、平均
1200 kN/m2である。 

年代※ 

・378±3ka（Ｕ－Ｐｂ年代） 
・0.5±0.1Ｍａ（ＦＴ年代） 
・1.3±0.2Ｍａ（ＦＴ年代） 

・3.7±0.3Ｍａ（ＦＴ年代） 
・3.8±0.4Ｍａ（ＦＴ年代） 
・3.9±0.4Ｍａ（ＦＴ年代） 
・4.0±0.1Ｍａ（Ｕ－Ｐｂ年代） 

・六ヶ所層（R）と砂子又層下部層（S１）とでは、風化しているものを除いた物性（支持強度、一軸圧縮強
度）及び年代に有意な差がみられることから、各層の識別は可能である。 

・なお、帯磁率については、層相に対応して細粒分を多く含む地層は相対的に値が低い傾向がみられる
ものの、各層の識別は困難である。 

※：鷹架沼南岸の地質調査結果参照 
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２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 地質図の更新履歴と変更点（1/2） 

第302回審査会合 

（2019.9.18） 

資料1-１ p275 加除修正 
コメント 
№19 
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・鷹架沼南岸における地表
地質調査の結果を踏まえ、
敷地近傍の地質図を更新
した。 

・本図の成果を、下図及
び敷地近傍の地質図
に反映した。 

・この範囲のＲ/Ｓ１境界
を詳細化した。 



２．出戸西方断層の南端評価 
 2-3．砂子又層等の層相・層序・地質構造と、認定根拠となる地質年代測定結果 

 地質図の更新履歴と変更点（2/2） 

第302回審査会合 

（2019.9.18） 

資料1-１ p276 加除修正 
コメント 
№19 
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第296回審査会合（2019.8.9）以前 第296回審査会合（2019.8.9）時 

今回 
・Tkh露頭等の調査結果から、砂子又層
下部層（S１）の分布が明らかになったこ
とから、鷹架沼南岸に図示した。 

・Tkh露頭等の調査結果に加え、向斜軸
東側の地表地質調査の結果を反映し、
砂子又層上部層（S３）（注）の層厚の考え
方を鷹架沼南岸では約15～20mとして、
再解釈し図示した。 

・砂子又層下部層（S１）についても、今回
実施した地表地質調査の結果を反映し、
その分布を詳細化。 

・上記検討をDEMによる詳細な地形図を
用いて実施したことから、Ｍ１面堆積物
の輪郭を詳細化した。 

第302回審査会合（2019.9.18）時 

（注）：従来の記載のままとしている。 

・これまでの調査結果に加え、向斜軸西
側の地表地質調査の結果を反映し、鷹
架沼南岸における六ヶ所層（R）と砂子
又層下部層（Ｓ１）の不整合境界の位置
を詳細化した。 

・具体的には、断面図上で不整合境界の
分布標高が下がったため、平面図上で
は六ヶ所層（R）の分布領域がわずかに
広がり、砂子又層下部層（Ｓ１）の分布領
域がわずかに狭まった。 

・上記以外に基本的な変更はない。 
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